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視占 靖更ρι 之 り 他 答 言十
「幼稚園教育は （中略）環境を通して行うもの」 64 47 34 。 7 152 
42.1 30.9 22.4 0.0 4.6 100.0 
「教師は （中略）幼児と共によりよい教育環境を創造する」 65 45 33 1 8 152 
42.8 29.6 21. 7 1. 7 5.3 100.0 
「幼児の主体的な活動を促（すようにすること）」 58 47 40 。 7 152 
38.2 30.9 26.3 0.0 4.6 100.0 
「幼児期にふさわしい生活が展開されるようにすることj 43 57 45 。 7 152 
28.3 37.5 29.6 0.0 4.6 100.0 
「幼児一人一人の特性に応じ（た）指導をすることj 54 44 46 7 152 
35.5 28.9 30.3 0.7 4.6 100.0 
「幼児一人一人の （中略） 発達の課題に即した指導をする 46 52 46 1 7 152 
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表4 5領域のねらい及び内容について
ノ主＼ニ や ど や 全 鑑 正口》、
〈 や ち やら そ そ
そ そ と つ つ
つ つ




つ つ 1，、 し、 し、 答 計
「健康」のねらいや内容は従来と同じである。 29 64 22 19 7 11 152 
19.1 42.1 14.5 12.5 4.6 7.2 100.0 
「人間関係jのねらいや内容は従来の「社会」のー 14 49 37 26 16 10 152 
部を独立させたものである。 9.2 32.2 24.3 17.1 10.5 6.6 108.0 
「環境Jのねらいや内容は従来の「社会」の一部と 14 44 28 32 22 12 152 
「自然jを合わせたものである。 9.2 28.9 18.4 21.1 14.5 7.9 100.0 
「言葉Jのねらいや内容は従来の 「言語jと同じで 18 59 23 31 1 10 152 
ある。 11.8 38.8 15.1 20.4 7.2 6.6 100.0 
「表現」のねらいや内容は従来の「音楽リズム」と 15 36 34 41 16 10 152 
「絵画製作」をあわせたものである。 9.9 23.7 22.4 27.0 10.5 6.6 100.0 
人とのかかわり を持つ力を育てることが強調され 58 66 14 2 3 9 152 
るようになった。 38.2 43.4 9.2 1.3 2.0 5.9 100.。
自然とのふれあいや身近な環境とのかかわりを深 64 54 20 3 4 7 152 
めることが強調されるようになった。 42.1 35.5 13.2 2.0 2.6 4.6 100.。
基本的な生活習慣や態度を育成することが強調さ 31 49 47 14 4 7 152 
れるようになった。 20.4 32.2 30.9 9.2 2.6 4.6 100.0 
表5 教育要領の改正に伴う対応と疑問
ある ない 無回答 合計
教育要領の改正に伴って教育活動において変更になった点はありますか 51 69 32 152 
33.6 45.4 21.1 100.0 
現在の教育要領のなかで，良く理解できない点はありますか 13 122 17 152 
8.6 80.3 11.2 100.0 
現在の教育要領のなかで，現場の立場からは賛成できない点はありますか 16 118 17 152 




























はし、 いいえ その他 無回答 合計
行事は日常的な教育や保育の負担になる 24 118 2 8 152 
15.8 77.6 1.3 5.3 100.0 
行事を設けることで日常的な教育や保育の区切りになる 108 33 。11 152 
71.1 21. 7 0.0 7.2 100.0 
行事は日常の教育活動の成果の発表の機会である 105 35 。12 152 
69.1 23.0 0.0 7.9 100.0 
行事のためには特別の教育活動を組み立てることが必要である 51 88 2 11 152 
33.6 57.9 1.3 7.2 100.0 
行事に合わせて日常の教育活動を計画する 84 54 3 11 152 
55.3 35.5 2.0 7.2 lOD.O 
行事の実施を考えるときには子供たちの発達のことが最も重視さ 137 8 。 7 152 
れる 90.1 5.3 0.0 4.6 100.0 
どんな目標であっても，指導方法によって子供たちを教育するこ 57 73 。22 152 
とができる 37.5 48.0 0.0 14.5 100.0 
行事を計画する際には親や他の園のことも考慮しなければならな 96 41 1 14 152 
し、 63.2 27.0 0.7 9.2 100.0 
経営の’ためには，見栄えのする行事は不可欠である 18 122 。12 152 
11.8 80.3 0.0 7.9 100.0 
子供の発達のために積極的な意味をもっている 126 10 。16 152 












幼稚園教諭として向いている性格，向いていない性格はあるとお考えです I118 I 18 I 16 I 1s2 
























必 あ 必 ど 鑑 正口》、




カf え仁1可 良 な な
欠 し、 u、 ＼ハ 空L支」 計
子供に対する愛情 130 21 。。 152 
85.5 13.8 0.0 0.0 0.7 100.0 
教育に対する情熱や使命感 123 28 。。 1 152 
80.9 18.4 0.0 0.0 0.7 100.0 
周囲の人にあわせられる協調性 71 79 。 1 152 
46.7 52.0 0.0 0.7 0.7 100.0 
指示されたことや教えられたことを聞ける素直さ 76 73 1 。 2 152 
50.0 48.0 0.7 0.0 1.3 100.0 
自分から進んで取り組む積極性 106 45 。。 1 152 
69.7 29.6 0.0 0.0 0.7 lC:J.O 
論理的に物事を考える能力 50 94 2 5 1 152 
32.9 61.8 1.3 3.3 0.7 100.0 
自分自身に対する厳しさ 76 70 1 3 2 152 
50.0 46.1 0.7 2.0 1.3 100.0 
理想とする教育についてのしっかり とした考え 64 77 1 7 3 152 
42.1 50.7 0.7 4.6 2.0 100.0 
明確な子供観 65 69 3 12 2 152 
42.8 45.4 2.0 7.9 1.3 100.0 
教師の役割についての自覚 108 41 1 。 2 152 
71.1 27.0 0.7 0.0 1.3 100.0 
自分で勉強 しようという向学心 101 50 。。 1 152 
66.4 32.9 0.0 0.0 0.7 100.0 
子供の発達についての知識 69 80 。 1 2 152 
45.4 52.6 0.0 0.7 1.3 100.0 
子供から学ぼうという謙虚さ 91 58 。 1 2 152 
59.9 38.2 0.0 0.7 1.3 100.0 
ノ演奏 （95.4%)J，「礼儀 ・作法 ・正しい言葉遣い（94.1%）」，「絵本の読み聞かせ （91.4%）」，
「手遊び（87.5%）」，「指導案の書き方 （86.8%）」，「紙芝居（85.5%)J，「折り紙（84.9%）」，「描
画能力（82.9%）」， 「救急法（80.9%）」，「レクリェーション指導（68.4 %）」，「植物栽培（65.1%）」，
「視聴覚機器の操作（64.5%) J，「伝承遊び （凧上げ，綾とりなど） (64.4%）」，「粘土細工 ・
彫塑 （63.2%)J，「動物飼育 （58.5%）」，「野外活動（53.9%)J，「ネイチャーゲ ムー（48.1%）」，
「ワープロ操作（45.4%）」， 「水泳能力（44.1 % ）」，「マーチングバンド及びその指導法（31.6%）」，
「スキ 能ー力（29.6 % ）」，「キャンプ技術及びその指導（27.0%）」，「コンピュータ操作（16.4%）」，
「英会話（14.5%)Jという回答であった。高度な技術が必要であるには上げられず，ここで
高い割合を示したもの， 例えばピアノ演奏， 折り紙，描画能力などは， ある程度はできないと
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表9 技術・能力について
技 術・能 力 高度 できる
礼儀 ・作法・正しい言葉遣い 60 83 
39.5 54.6 
指導案の書き方 35 97 
23.0 63.8 
手遊び 26 107 
17.1 70.4 
絵本の読み聞かせ 25 114 
16.4 75.0 
折り紙 20 109 
13.2 71. 7 
紙芝居 17 113 
11.2 74.3 
救急法 17 106 
11.2 69.7 
ピアノ演奏 15 130 
9.9 85.5 
レクリエーション指導 11 93 
7.2 61.2 
描画能力 7 118 
4.6 78.3 
植物栽培 7 92 
4.6 60.5 
粘土細工 ・彫塑 7 89 
4.6 58.6 
動物飼育 7 82 
4.6 53.9 
野外活動 6 76 
3.9 50.0 
視聴覚機器の操作 5 93 
3.3 61.2 
伝承遊び（凧上げ，綾とりなど） 4 94 
2.6 61.8 
水泳能力 3 64 
2.0 42.1 
マーチングバンド及びその指導法 3 45 
2.0 29.6 
ワープロ操作 2 67 
1.3 44.1 
ネイチャーゲーム 1 72 
0.7 47 .4 
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